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入
宋
僧
の
聖
地
巡
礼
と
往
生
を
め
ぐ
る
諸
問
題

―
成
尋
と
後
続
僧
侶
を
中
心
に

手
島 

崇
裕

は
じ
め
に

日
本
の
摂
関
・
院
政
期
、
北
宋
へ
渡
っ
た
入
宋
僧
は
、
入
唐
僧
や
南
宋
へ
の
入
宋
僧
が
中
国
仏
教
の
修
学
と
母
国
へ
の
伝
法
を

主
目
的
と
す
る
《
求
法
僧
》
と
捉
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
中
国
聖
地
（
五
臺
山
・
天
台
山
等
）
参
拝
を
目
指
し
た
《
巡
礼
僧
》
と

定
義
さ
れ
て
い
る 1
。
自
身
の
後
世
菩
提
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
支
援
す
る
貴
顕
達
の
罪
障
消
滅
の
祈
り
を
も
担
い
、
貴
族
社
会
の

宗
教
的
贖
罪
代
表
と
し
て
入
宋
し
た
と
い
う 2
。
た
だ
し
、
聖
跡
参
詣
や
贖
罪
代
行
と
い
っ
た
側
面
は
大
な
り
小
な
り
中
国
へ
渡
っ

た
日
本
僧
に
は
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
入
北
宋
僧
を
前
後
期
の
渡
海
僧
達
と
区
別
す
る
特
徴
は
あ
る
の
か
。

北
宋
建
国
直
後
に
渡
海
し
た
奝
然
（
九
八
三
年
入
宋
、
弟
子
は
九
八
八
年
に
再
入
宋
）
は
師
弟
共
々
帰
国
を
遂
げ
た
が
、
続
く

寂
照
（
一
〇
〇
三
年
入
宋
）、
成
尋
（
一
〇
七
二
年
入
宋
）
そ
し
て
戒
覚
（
一
〇
八
二
年
入
宋
）
や
日
円
（
入
宋
年
次
不
明
）
と

い
っ
た
名
の
知
ら
れ
る
僧
侶
に
は
、
中
国
で
の
客
死
が
目
立
つ
。
入
北
宋
僧
に
お
け
る
一
団
の
長
の
《
不
帰
》
は
、
成
尋
、
戒
覚
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が
と
っ
た
《
密
航
》
と
い
う
手
段
と
と
も
に
、
こ
の
時
代
に
特
有
の
も
の
で
あ
っ
た
と
予
測
さ
れ
る
。

彼
ら
は
、
聖
地
巡
礼
の
後
に
も
中
国
に
留
ま
り
、
終
身
修
行
の
後
に
滅
罪
往
生
を
願
っ
た
。
死
を
前
提
と
す
る
旅
路
に
つ
く
た

め
に
《
密
航
》
を
も
敢
行
し
た
の
で
あ
り
、《
不
帰
》
と
引
き
換
え
に
、
聖
地
へ
の
結
縁
と
往
生
を
果
た
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

異
郷
を
終
焉
の
地
と
見
定
め
、
特
異
な
形
態
で
出
国
し
た
彼
ら
の
往
生
へ
の
道
程
は
い
か
な
る
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
背

景
の
も
と
に
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
個
人
の
信
仰
心
や
宗
教
的
関
心
の
範
疇
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
当
該
期
東
ア
ジ
ア
世
界
の

有
り
よ
う
に
も
規
定
さ
れ
た
時
代
の
特
徴
を
具
体
的
に
見
極
め
る
べ
く
、
史
料
を
概
観
し
て
み
た
い
。

寂
照
に
つ
い
て
は
、《
不
帰
》
と
引
き
換
え
に
同
時
代
の
中
国
仏
教
界
に
本
格
的
に
参
入
・
融
合
し
、
宋
僧
同
等
の
修
道
を
行

い
え
た
可
能
性
を
、『
続
本
朝
往
生
伝
』
所
収
話
等
を
も
と
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る 3
。
壮
年
で
入
宋
し
た
寂
照
に
対
し
、
成
尋
は

六
十
歳
を
過
ぎ
た
老
齢
で
密
航
を
遂
げ
た
。
目
前
と
も
思
わ
れ
る
往
生
の
時
を
常
に
意
識
し
つ
つ
入
宋
に
伴
う
公
私
の
課
題
に
取

り
組
ん
だ
成
尋
と
、
彼
に
続
く
僧
侶
達
を
、
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
と
す
る
。
彼
ら
の
動
向
が
有
す
る
史
的
意
義
・
役
割
や
、
そ

の
活
動
を
支
え
た
社
会
的
基
盤
に
つ
い
て
は
、
未
だ
検
討
・
解
明
す
べ
き
余
地
が
多
く
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一　

成
尋
の
聖
地
巡
礼
と
往
生

１　

成
尋
の
五
臺
山
巡
礼
に
伴
う
使
命
・
役
割

成
尋
（
一
〇
一
三
～
八
一
）
の
入
宋
に
つ
い
て
は
、
特
に
近
年
、
在
宋
日
記
『
参
天
台
五
臺
山
記
』（
以
下
『
参
記
』）
や
、
彼

の
母
の
歌
日
記
『
成
尋
阿
闍
梨
母
集
』（
以
下
『
母
集
』）
を
用
い
た
研
究
が
進
ん
で
い
る 4
。
優
れ
た
研
究
成
果
に
よ
り
つ
つ
、
ま

ず
は
、
史
料
に
即
し
て
成
尋
の
中
国
聖
地
巡
礼
と
往
生
行
と
い
う
宗
教
的
活
動
の
内
実
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
参
記
』
冒
頭
部
に
よ
る
と
、
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
三
月
、
肥
前
国
壁
島
よ
り
宋
商
船
に
乗
り
込
ん
だ
成
尋
一
行
八
名
の
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入
宋
は
、
辛
苦
の
密
航
と
い
う
形
態
で
あ
っ
た
。
延
久
二
年
正
月
に
渡
海
許
可
の
申
請
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
（「
聖
人

申
二

渡
唐
一

」『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
）、
天
皇
か
ら
の
出
国
の
許
可
が
お
り
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
平
安
期
日
本
に
お
い
て
は
、

律
に
法
源
を
持
つ
い
わ
ゆ
る
渡
海
禁
制
の
た
め
、
勅
許
な
く
国
外
に
出
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た 5
。
し
か
し
同

時
に
、『
参
記
』
冒
頭
部
に
は
、
宋
海
商
に
乗
船
費
と
し
て
与
え
た
高
価
な
品
々
も
記
さ
れ
て
お
り
、
摂
関
家
（
藤
原
頼
通
）
を

は
じ
め
と
す
る
貴
顕
や
天
台
宗
寺
門
派
等
の
入
宋
支
援
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
渡
海
に
伴
う
活
動
は
、
決
し
て
個

人
の
宗
教
的
営
為
の
範
疇
に
の
み
収
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

成
尋
が
母
国
や
支
援
者
達
に
対
し
て
負
っ
た
役
割
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
先
行
入
宋
僧
奝
然
師
弟

が
請
来
し
た
北
宋
勅
版
大
蔵
経
・
新
訳
経
典
に
続
く
、
新
た
な
訳
出
経
典
や
新
入
蔵
経
典
を
入
手
し
、
日
本
に
送
る
と
い
う
使
命

が
あ
っ
た
（『
参
記
』
煕
寧
六
年
三
月
二
十
三
日
条
等
）。
い
わ
ば
日
本
仏
教
界
の
代
表
と
し
て
、
日
本
未
渡
来
の
仏
書
を
蒐
集
す

る
こ
と
を
責
務
と
自
任
し
て
い
た
。
ま
た
、『
安
養
集
』
の
携
行
も
見
逃
し
が
た
い
。
梯
信
暁
氏
に
よ
る
と 6
、
同
書
は
天
台
浄
土

教
の
義
科
要
文
集
で
あ
り
、
南
泉
房
大
納
言
（
成
尋
の
叔
父
、
宇
治
大
納
言
源
隆
国
）
と
延
暦
寺
阿
闍
梨
等
と
の
共
同
編
纂
に
な

る
も
の
で
あ
る
。
か
の
源
信
『
往
生
要
集
』
に
次
ぐ
浄
土
信
仰
関
係
文
献
で
あ
る
が
、
梯
氏
は
、
同
書
編
纂
の
時
期
や
引
用
書
の

性
格
、
成
尋
と
源
隆
国
と
の
血
縁
関
係
等
か
ら
、
成
尋
も
そ
の
編
纂
者
の
一
人
で
、
成
尋
の
入
宋
計
画
の
具
体
化
を
受
け
、
遣
宋

と
宣
伝
（
日
本
の
浄
土
教
研
究
の
進
展
を
宋
仏
教
界
に
示
す
こ
と
）
を
前
提
に
同
書
編
纂
が
な
さ
れ
た
と
す
る
。
入
宋
を
間
近
に

控
え
た
時
期
、
成
尋
自
身
も
往
生
と
い
う
論
題
と
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

加
え
て
注
目
し
た
い
の
が
、
二
つ
の
聖
地
、
江
南
の
天
台
山
と
北
地
五
臺
山
で
の
動
向
で
あ
る
。
成
尋
は
、「
偏
為
下

求
二

菩
提
一

巡
中

礼
聖
跡
上

、
尋
二

勝
地
一

来
」（『
参
記
』
煕
寧
六
年
三
月
二
日
条
）、「
依
レ

有
下

巡
二

礼
天
台
五
臺
一

本
意
上

深
所
二

参
来
一

也
」（
同
七
日
条
）
と
、
そ
の
思
い
を
日
記
に
記
し
て
い
る
。
成
尋
一
行
は
杭
州
へ
の
上
陸
後
、
煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
五
月

十
三
日
に
天
台
山
に
入
り
、
八
月
初
旬
、
宋
皇
帝
神
宗
か
ら
の
催
促
を
受
け
上
京
の
途
に
つ
く
ま
で
天
台
に
滞
在
し
た
。
他
方
、
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五
臺
山
へ
は
都
開
封
に
入
り
皇
帝
謁
見
の
後
、
厳
寒
の
同
年
十
二
月
中
に
慌
し
く
参
詣
を
済
ま
せ
た
。
五
臺
山
滞
在
は
僅
か
三
～

四
日
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
差
異
に
も
注
意
し
つ
つ
、
聖
地
巡
礼
に
対
す
る
成
尋
の
心
の
内
を
さ
ら
に
『
参
記
』
記
事
に
探
っ
て
み

る
。ま

ず
天
台
山
巡
礼
・
修
行
に
つ
い
て
、
成
尋
は
例
え
ば
「
本
寺
是
智
者
流
教
道
場
之
地
、
欲
レ

要
就
二

看
経
一

一
泊
日
（
一
百
日

カ
）
、
了
畢
供
二

養
羅
漢
一

斎
レ

僧
宣
レ

懺
訖
、
遂
令
三

六
僧
却
二

還
本
国
一

、
只
留
二

小
師
一
名
一

、
在
二

身
辺
一

侍
養
。（
中
略
）
遊
二

五

臺
一

後
還
二

本
寺
一

。
三
年
誦
経
修
二

法
華
秘
法
一

」
と
願
い
出
て
い
る
（
煕
寧
五
年
六
月
七
日
条
）。
そ
も
そ
も
成
尋
の
上
陸
は
、

天
台
山
で
焼
香
の
後
は
帰
国
す
る
こ
と
を
前
提
に
許
可
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
天
台
に
入
っ
た
後
、
さ
ら
に
北
地
五
臺
山
へ
の
参

詣
許
可
を
皇
帝
に
願
い
出
た
上
表
文
に
は
、「
先
巡
二

礼
聖
跡
一

、
次
還
二

天
台
一

、
終
身
修
二

行
法
華
秘
法
一

、
専
求
二

現
証
一

、
更

期
二

極
楽
一

」
と
記
し
て
い
る
（
同
六
月
二
日
条
）。
成
尋
自
身
の
目
論
見
を
整
理
し
て
お
く
と
、
天
台
山
で
の
看
経
と
羅
漢
供
養

等
が
終
わ
れ
ば
従
僧
六
人
は
帰
国
さ
せ
る
。
本
人
（
と
随
行
の
小
師
一
名
）
は
五
臺
参
詣
を
果
た
し
た
後
、
ま
た
天
台
に
帰
り
、

三
年
修
道
し
現
証
を
求
め
、
さ
ら
に
は
極
楽
往
生
を
期
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
皇
帝
神
宗
は
、
一
行
全
員
を
す
ぐ

に
上
京
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
、
使
臣
に
伴
わ
れ
て
の
開
封
入
り
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
五
臺
山
参
詣
よ
り
帰
京
し
た
際
、
安
下
処
伝
法
院
で
の
今
後
の
滞
在
期
間
を
問
わ
れ
た
成
尋
は
、「
待
二

花
水
一

赴
二

台

州
天
台
山
一

、十
二
処
道
場
一
々
数
十
日
修
二

行
秘
法
一

、
欲
レ

求
二

聖
応
一

。
其
後
明
後
年
奏
二

事
由
一

入
京
、
又
参
二

五
臺
山
一

毎
二

臺
頂
一

九
旬
修
二

行
仏
道
一

帰
京
、
是
本
意
也
」
と
答
え
て
い
る
（
煕
寧
六
年
正
月
二
十
日
条
）。
先
の
上
表
文
に
は
五
臺
山
参
詣

の
後
は
天
台
山
に
常
住
を
、
と
い
う
意
思
を
示
し
て
い
た
が
、
在
臺
は
結
局
厳
冬
期
の
短
日
に
終
っ
た
。
従
僧
共
々
供
養
の
品
を

納
め
は
し
た
が
、
五
頂
へ
の
登
山
す
ら
で
き
て
い
な
い
。
五
臺
山
で
の
個
人
的
な
宗
教
活
動
は
、
天
台
山
で
の
修
道
の
後
、
他
日

を
期
し
た
わ
け
で
あ
る
。
実
は
参
臺
前
に
は
、
宋
の
高
官
か
ら
「
厳
寒
比
難
レ

堪
。
春
間
可
レ

赴
二

五
臺
一

」
と
勧
め
ら
れ
て
い
た

が
、「
答
云
、
小
師
・
通
事
欲
三

早
帰
二

日
本
一

。
依
レ

之
今
年
早
々
参
者
」
と
説
明
し
、
成
尋
は
参
詣
を
急
い
だ
の
で
あ
っ
た
（
煕
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寧
五
年
十
月
二
十
七
日
条
）。
従
僧
（
と
通
事
と
し
て
同
行
の
宋
商
人
陳
詠
）
の
早
期
帰
国
に
つ
い
て
は
、
天
台
山
で
述
べ
て
い

た
成
尋
の
目
論
見
と
も
合
致
す
る
。
は
じ
め
か
ら
、
従
僧
等
と
陳
詠
は
、
次
年
の
良
風
の
時
期
に
渡
海
帰
国
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
た
節
が
あ
る
。『
母
集
』
に
は
、
成
尋
と
と
も
に
渡
海
し
た
後
ま
た
日
本
に
渡
っ
て
来
て
い
た
宋
人 7
の
言
と
し
て
、〔
成
尋

が
来
年
秋
に
は
必
ず
帰
っ
て
く
る
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
来
春
に
ま
た
宋
に
渡
り
、
秋
に
彼
を
お
連
れ
し
ま
し
ょ
う
〕、
と
の
内

容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
成
尋
自
身
は
帰
国
し
な
い
の
だ
が
、
従
僧
達
の
帰
国
は
一
年
後
と
予
め
約
束
さ
れ
て
い
た
ら
し

い
。
短
期
間
の
五
臺
山
滞
在
中
、
成
尋
は
、
先
帝
冷
泉
天
皇
の
皇
后
藤
原
寛
子
（
頼
通
女
）
よ
り
託
さ
れ
た
、
故
後
冷
泉
天
皇
書

写
経
典
や
、
太
皇
太
后
宮
亮
藤
原
師
信
に
付
さ
れ
た
、
亡
妻
の
鏡
・
髪
の
供
養
を
願
い
出
、
五
臺
山
の
中
核
寺
院
真
容
院
に
そ
れ

ら
を
安
置
供
養
し
て
も
ら
い
、
同
院
発
給
の
牒
状
（
供
養
の
証
明
文
書
）
二
通
を
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
従
僧
帰
国
便
に
間
に
合

う
よ
う
入
手
し
、
確
実
に
日
本
に
届
け
た
い
と
成
尋
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
牒
状
を
得
た
翌
日
に
は
早
く
も
帰
京

の
途
に
つ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
遊
臺
往
還
、
以
二

日
本
冷
泉
院
前
内
親
王
給
五
条
袈
裟
一

著
用
、
毎
日
奉
レ

祈
二

後
世
往
生
極

楽
一

。
以
二

治
部
卿
上
給
頭
巾
一

著
用
、
奉
レ

祈
二

二
世
一

」
と
の
記
事
も
見
え
る
（
煕
寧
五
年
十
二
月
二
十
八
日
条
）。
成
尋
の
初

次
の
五
臺
山
参
詣
は
、
自
身
の
菩
提
回
向
で
は
な
く
、
後
援
者
達
が
希
求
し
た
五
臺
山
へ
の
結
縁
供
養
と
現
当
二
世
（
現
世
来

世
）
の
祈
り
を
主
と
し
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
成
尋
の
巡
礼
行
に
付
随
す
る
使
命
・
役
割
が
垣
間
見
え
た
。
因
み
に
、
天
台
滞
在

中
の
成
尋
に
は
、
右
の
よ
う
な
後
援
者
層
の
供
養
代
理
と
い
っ
た
側
面
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
区
分
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、

日
本
の
皇
族
貴
族
層
に
お
け
る
霊
山
聖
跡
（
特
に
五
臺
山
）
結
縁
供
養
の
史
的
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
別

に
検
討
す
る
機
会
を
持
ち
た
い
。

な
お
、
五
臺
山
巡
礼
の
公
共
性
に
つ
い
て
は
、
一
方
の
宋
朝
廷
側
の
思
惑
や
そ
の
管
理
・
統
制
の
有
り
よ
う
に
つ
い
て
も
行
論

の
必
要
上
最
低
限
確
認
し
て
お
く
。
別
稿 8
で
簡
単
に
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
北
宋
の
時
代
（
遡
っ
て
五
代
の
時
期
も
）、
周
辺
諸
国

か
ら
の
入
宋
僧
の
五
臺
山
巡
礼
や
、
遣
使
を
介
し
た
各
国
貴
顕
の
供
養
結
縁
は
、
日
本
僧
の
場
合
に
限
ら
ず
、
そ
の
申
請
と
皇
帝
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の
許
可
を
経
て
実
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
点
に
注
意
し
た
い
。
管
理
・
統
制
の
徹
底
ぶ
り
は
、
前
代
と
の
比
較
に
お
い
て
顕
著

な
特
徴
と
い
え
よ
う
。
成
尋
の
場
合
も
、
神
宗
皇
帝
と
の
朝
見
対
面
儀
礼
の
際
に
五
臺
山
巡
礼
の
許
可
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
る

（
煕
寧
五
年
十
月
二
十
二
日
条
）。
周
辺
諸
国
僧
や
彼
ら
の
背
後
に
あ
る
各
国
王
権
に
対
し
、
文
殊
現
住
の
地
と
さ
れ
た
五
臺
山
が

持
つ
求
心
力
を
、
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
の
構
築
・
安
定
化
の
た
め
に
重
要
視
し
た
も
の
で
、
来
朝
僧
を
積
極
的
に
利
用
し
た
北
宋

の
対
外
政
策
の
一
環
と
看
做
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
遣
唐
使
停
廃
以
降
、
対
外
的
孤
立
を
よ
し
と
し
た
日
本
朝
廷
に
と
っ
て
、
聖
地
巡
礼
に
旅
立
っ
た
渡
海
僧
侶
と
の
間

に
様
々
に
中
国
皇
帝
と
の
縁
が
築
か
れ
る
こ
と
は
、
両
国
の
正
規
の
通
交
関
係
再
構
築
と
い
っ
た
外
交
問
題
に
繫
が
り
か
ね
な
い

こ
と
に
も
な
る 9
。
先
行
す
る
奝
然
師
弟
の
入
宋
帰
国
を
経
て
、
宋
朝
廷
の
積
極
策
が
認
識
さ
れ
、
以
後
の
僧
侶
の
入
宋
形
態
も
変

化
し
て
い
く 11
。
五
臺
山
巡
礼
の
管
理
・
統
制
も
含
む
積
極
策
は
、
後
続
僧
の
《
不
帰
》
や
、
成
尋
の
渡
海
に
最
後
ま
で
勅
許
が
出

な
か
っ
た
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
成
尋
の
入
宋
後
援
者
に
つ
い
て
は
、
先
行
渡
海
僧
に
比
べ
、
特
定
の
貴
族
と
の
結
び
つ
き
が
一

層
強
固
に
な
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 11
。
五
臺
山
で
の
結
縁
代
行
と
い
う
面
で
も
、
例
え
ば
、
前
代
の
入
唐
僧
が
在
位
の
天
皇
を

は
じ
め
朝
廷
を
構
成
す
る
貴
顕
達
か
ら
大
々
的
に
結
縁
供
養
を
託
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る 12
の
に
比
べ
た
と
き
、
右
で
見
た
後
援
者
達

と
の
紐
帯
は
、
比
較
的
地
味
で
小
規
模
な
も
の
と
看
做
し
う
る
点
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

２　

成
尋
の
留
宋
と
仏
道
修
行　

―

往
生
に
至
る
ま
で

後
援
者
の
望
ん
だ
聖
地
供
養
・
結
縁
を
は
じ
め
、『
参
記
』
執
筆
期
（
一
〇
七
二
年
三
月
～
翌
年
六
月
、
天
台
山
を
経
て
上
京

し
、
五
臺
山
参
詣
を
済
ま
せ
、
朝
辞
し
て
帰
台
の
途
中
、
明
州
で
従
僧
を
見
送
る
ま
で
）
の
成
尋
の
動
向
に
お
い
て
は
、
そ
の

担
っ
た
役
割
・
使
命
の
遂
行
が
優
先
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
他
方
で
成
尋
は
、
そ
の
後
の
個
人
的
な
宗
教
的
活
動
に
繫
が
る
準
備

も
怠
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
五
臺
を
去
る
に
当
た
り
、「
石
提
子
一
箇
預
二

趙
行
者
温
翰
一

了
。
来
年
参
仕
時
可
レ

用
料
也
。
為
レ



死生学研究 17 号

118

遂
二

百
日
修
行
一

明
年
可
レ

参
由
示
二

人
々
一

了
」（
煕
寧
五
年
十
二
月
一
日
条
）
と
記
し
て
い
る
。
公
共
性
の
高
い
目
的
を
果
た
し

た
後
に
残
る
の
は
、「
偏
為
レ

求
二

菩
提
一

」
の
個
人
の
修
道
で
あ
っ
た
。

帰
台
を
前
に
、
成
尋
は
「
素
意
於
二

天
台
五
臺
一

欲
レ

修
二

仏
道
一

。
而
為
レ

参
二

臺
山
一

入
二

花
洛
一

間
、
去
年
廿
日
住
二

此
訳

館
一

。
今
年
早
帰
二

天
台
一

思
切
。
去
年
参
臺
、
騎
馬
及
二

六
十
日
一

。
老
衰
之
身
弥
以
疲
極
。
待
二

花
水
来
一

以
レ

船
欲
レ

帰
。
二
月

廿
五
日
待
レ

得
二

花
水
一

即
以
上
表
。
依
二

祈
雨　

御
修
法
一

、
三
月
十
日
延
引
。
十
一
日
蒙
下

帰
二

天
台
一　

聖
旨
上

、
船
・
使
臣
具

了
。
依
二

新
経
事
一

又
以
延
レ

日
。
中
心
辛
苦
」
と
、
勅
命
に
よ
る
祈
雨
修
法
を
行
い
、
日
本
に
送
る
新
訳
経
典
の
印
刷
作
業
を
待

つ
た
め
帰
台
が
遅
延
し
て
い
る
な
か
、
そ
の
心
中
を
吐
露
し
て
い
る
（
煕
寧
六
年
三
月
二
十
五
日
条
）。
老
衰
と
の
戦
い
も
あ
っ

た
。「
今
齢
満
二

六
旬
一

、
餘
喘
不
レ

幾
。
若
不
レ

遂
二

鄙
懐
一

後
悔
何
益
」（
前
述
の
上
表
文
中
の
文
言
）
と
密
航
を
敢
行
し
た
成
尋

に
と
っ
て
、
本
意
宿
願
で
あ
る
と
こ
ろ
の
両
聖
地
で
の
終
身
修
行
を
果
た
す
こ
と
な
く
命
尽
き
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
さ

ら
に
、
祈
雨
の
成
功
も
あ
っ
て
か
、
天
台
へ
帰
山
せ
ず
在
京
し
、
皇
帝
の
た
め
の
祈
祷
を
勤
め
る
こ
と
を
望
む
聖
旨
が
伝
え
ら
れ

（『
参
記
』
三
月
二
十
八
日
条
）、
そ
れ
で
も
帰
台
し
た
い
が
た
め
四
月
二
日
に
朝
辞
し
た
際
に
は
、
皇
帝
か
ら
「
両
年
後
必
可
二

参
来
一

」
と
の
宣
旨
が
下
っ
て
い
る
。
天
台
、
五
臺
、
そ
し
て
皇
帝
膝
下
都
開
封
の
諸
寺
院
が
、
往
生
に
至
る
宗
教
活
動
の
舞
台

に
据
え
ら
れ
た
。
帰
台
の
中
途
、
自
身
の
真
影
（
頂
相
）
を
母
国
に
送
る
こ
と
と
し
、「
今
聊
記
二

由
緒
一

云
、
年
餘
二

六
旬
一

、
旦

暮
難
レ

期
。
滄
海
波
万
里
、
去
留
無
レ

定
。
故
図
二

真
影
一

、
送
二

一
室
人
一

。
若
聞
下

往
二

生
極
楽
一

之
日
上

、
披
二

此
真
影
一

、
念
二

弥
陀
号
一

、
廻
二

向
西
方
一

矣
。
記
二

此
由
一

間
、
落
涙
難
レ

抑
」
と
成
尋
は
記
す
（
煕
寧
五
年
四
月
十
九
日
条
）。
在
宋
不
帰
と
往

生
行
遂
行
の
決
意
と
と
も
に
、
真
影
を
日
本
に
送
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
参
記
』
以
後
の
成
尋
の
活
動
に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
知
ら
れ
な
い
。
が
、
結
局
、
成
尋
は
開
封
で
往
生
を
遂
げ
た
よ
う
で
あ

る
。『
続
本
朝
往
生
伝
』
成
尋
伝
で
は
、「
先
レ

死
七
日
、
自
知
二

命
尽
一

、
集
レ

衆
念
仏
。
日
時
不
レ

違
、
向
レ

西
逝
去
。
自
二

其
頂

上
一

放
レ

光
三
日
、
安
二

置
寺
中
一

、
全
身
不
レ

乱
、
于
レ

今
存
焉
。
漆
レ

膚
鏤
レ

金
、
毛
髪
猶
生
、
形
質
無
レ

変
」
と
、
往
生
の
場
や
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遺
体
の
現
存
地
に
関
す
る
情
報
を
欠
く
も
の
の
、
克
明
に
そ
の
往
生
を
伝
え
て
い
る
。
や
や
後
の
史
料
で
あ
る
が
、『
真
言
伝
』

巻
六
に
は
「
宋
ノ
元
豊
四
年
〈
白
河
本
朝
永
保
元
年
〉
東
京
ノ
開
宝
寺
ニ
シ
テ
、
七
日
以
前
ニ
死
期
ヲ
知
テ
衆
ヲ
集
テ
念
仏
セ
シ

ム
。
終
ニ
西
ニ
向
テ
入
滅
ス
。
頂
上
ヨ
リ
光
ヲ
放
テ
三
日
迄
キ
ヘ
ス
。
全
身
不
シ
テ
乱
、
毛
髪
ナ
ヲ
生
シ
、
容
顔
変
セ
ス
シ
テ
存

セ
リ
。
勅
ニ
ヨ
リ
テ
、
天
台
山
国
清
寺
ニ
塔
ヲ
立
テ
テ
、
闍
梨
ノ
全
身
ヲ
案
ス
。
塔
ノ
額
ヲ
日
本
善
恵
国
師
塔
ト
顕
セ
リ
」
と
具

体
的
に
伝
え
る
。
恐
ら
く
何
ら
か
の
典
拠
・
情
報
に
基
づ
く
記
述
で
あ
ろ
う
が
、
開
封
に
没
し
た
成
尋
の
遺
体
が
天
台
に
送
ら
れ

た
と
す
る
点
か
ら
判
断
す
る
に
、
成
尋
が
終
焉
の
地
と
願
っ
た
の
は
、
や
は
り
五
臺
山
で
は
な
く
天
台
山
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

さ
て
、
成
尋
往
生
の
情
報
伝
達
を
担
っ
た
の
は
彼
此
を
往
来
し
た
宋
海
商
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
成
尋
共
々
留
宋
し
た

従
僧
や
、
そ
の
後
渡
海
し
た
日
本
僧
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
日
宋
間
に
お
け
る
彼
ら
の
動
向
に
つ
い
て
、
章
を
改
め
て
検

討
し
て
み
た
い
。

二　

成
尋
の
あ
と
を
追
っ
た
僧
侶
達

１　

成
尋
以
後
の
入
宋
僧

成
尋
入
宋
の
後
に
は
、
僅
か
で
は
あ
る
が
日
本
僧
の
渡
海
が
確
認
で
き
る
。『
参
記
』
に
よ
る
と
、
成
尋
が
密
航
を
遂
げ
た
一

年
後
に
は
、
肥
前
壁
島
で
別
れ
た
永
智
が
入
宋
し
て
き
て
い
る
。
現
存
史
料
に
は
現
れ
な
い
僧
侶
の
入
宋
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

こ
こ
で
は
明
確
に
名
の
知
ら
れ
る
僧
侶
に
関
し
、
主
な
史
料
を
ま
ず
挙
げ
て
み
る
。

①
『
宋
史
』
日
本
伝　
（
成
尋
関
係
記
事
に
続
き
）
是
後
連
貢
二

方
物
一

而
来
者
皆
僧
也
。
元
豊
元
年
（
一
〇
七
八
）
、
使
二

通
事
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僧
仲
回
一

来
、
賜
二

号
慕
化
懐
徳
大
師
一

。
明
州
又
言
、
得
二

其
国
太
宰
府
牒
一

、
因
二

使
人
孫
忠
還
一

、
遣
二

仲
回
等
一

貢
二

絁

二
百
匹
・
水
銀
五
千
両
一

。
以
二

孫
忠
乃
海
商
一

、
而
貢
礼
与
二

諸
国
一

異
。
請
下

自
移
二

牒
報
一

而
答
二

其
物
直
一

付
二

仲
回
一

東

帰
上

、
従
レ

之

②
『
大
乗
瑜
伽
金
剛
性
海
曼
殊
室
利
千
臂
千
鉢
儀
軌
奥
書 13
』　

大
宋
元
豊
六
年
正
月
二
十
五
日
、
於
二

天
台
山
国
清
寺
一

、
日

本
巡
礼
沙
門
賜
紫
永
暹
写
功
了
、
帰
朝
之
後
以
二

日
本
応
徳
年
中
一

以
二

此
法
一

授
二

多
峯
妙
楽
寺
僧
済
厳
一

了

③
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
元
豊
六
年
三
月
己
卯
（
四
日
）
条　

日
本
国
僧
快
宗
等
一
十
三
人
見
二

於
延
和
殿
一

。
上
顧
二

左

右
一

曰
、
衣
二

紫
方
袍
一

者
、
何
日
所
レ

賜
。
都
承
旨
張
誠
一
対
曰
、
煕
寧
中
、
従
二

其
国
僧
誠
尋
一

対
見
被
レ

賜
、
今
再
入
貢
。

上
曰
、
非
二

国
人
入
貢
一

也
。
因
三

其
瞻
二

礼
天
台
一

、
故
来
進
見
耳
。
並
賜
二

紫
方
袍
一

④
『
渡
宋
記
』（
入
宋
僧
戒
覚
の
日
記
）
元
豊
六
年
三
月
五
日
条　

依
二　

宣
旨
一

、
経
二

朝
見
一

、
便
於
二

崇
政
殿
之
前
一

、

賜
二　

紫
衣
一
襲
一

、〈
衣
、
袈
裟
、
裳
〉
又
出
闕
之
後
、
追
賜
二

香
染
装
束
幷
絹
二
十
疋
一

、
人
々
云
、
是
殊
抽
賞
也
、
非
二

先
例
一

事
云
々

⑤
『
忍
空
授
釼
阿
状 14

』　
（
前
略
）
南
無
本
尊
大
悲
明
王
不
捨
本
誓
常
居
一
処
、
即
法
印
大
和
尚
位
文
慶
授
二

阿
闍
梨
伝
灯
大

法
師
成
尋
一

、
闍
梨
入
唐
得
二

大
師
号
一

即
善
恵
大
師
授
二

同
入
唐
賜
紫
厳
円
一

、
々
々
以
二

大
宋
元
豊
七
年
正
月
廿
四
日
一

於
二

天
台
山
国
清
寺
日
本
唐
院
一

〈
善
恵
大
師
廟
也
〉
授
二

新
入
唐
巡
礼
沙
門
賜
紫
永
暹
一

、
永
暹
帰
朝
之
後
以
二

日
本
応
三
年
九

月
八
日
一

授
二

与
多
武
峯
住
僧
済
厳
一

、
々
々
伝
二

此
文
一

是
亦
明
王
加
被
而
已
（
後
略
）

 

⑥
『
続
本
朝
往
生
伝
』
日
円
伝　

砂
門
日
円
者
、
本
天
台
学
徒
、
後
発
二

菩
提
心
一

、
隠
二

身
於
巌
谷
一

、
住
二

於
金
峰
山

之
三
石
窟
一

、
長
断
二

米
穀
一

、
殆
似
二

神
仙
一

、
後
移
二

住
美
作
国
真
島
山
一

、
当
国
隣
国
欽
仰
如
レ

仏
、
為
レ

礼
二

清
涼
山
一

、

附
二

大
宋
商
船
一

渡
海
、
後
聞
、
於
二

彼
朝
天
台
山
国
清
寺
一

入
滅
、
臨
終
之
相
、
往
生
無
レ

疑
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ま
ず
、
①
の
仲
回
の
素
性
は
わ
か
ら
な
い
。
大
宰
府
に
よ
り
選
別
派
遣
さ
れ
た
、
府
管
内
の
僧
侶
だ
っ
た
か
。
或
い
は
、
通
事

僧
と
の
肩
書
を
持
つ
か
ら
に
は
、
中
国
出
自
の
者
か
土
生
唐
人
（
宋
人
と
日
本
人
と
の
子
）
で
博
多
辺
り
に
居
住
し
た
者
の
可
能

性
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
栄
西
の
第
二
回
入
宋
（
一
一
八
七
年
）
に
際
し
中
国
に
は
禅
宗
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
説
い
た
博
多
津

在
住
の
「
両
朝
通
事
李
徳
昭
」（『
興
禅
護
国
論
』
第
五
門
）
の
よ
う
な
類
の
、
か
つ
僧
形
の
者
で
あ
っ
た
か
。

次
に
永
暹
に
つ
い
て
。
彼
は
、
そ
の
在
宋
時
期
か
ら
③
の
快
宗
一
行
十
三
人
の
う
ち
の
一
員
と
推
測
さ
れ
て
い
る 15
。
な
お
、
②

時
期
の
彼
の
入
宋
を
初
度
と
す
る
と
、
快
宗
一
行
と
し
て
の
皇
帝
謁
見
以
前
に
賜
紫
を
名
乗
る
こ
と
は
不
審
で
あ
る
。
に
わ
か
に

は
解
決
で
き
な
い
が
、
②
の
書
写
の
月
日
と
⑤
の
付
法
（
円
珍
が
金
色
不
動
尊
を
感
得
し
た
こ
と
に
関
す
る
血
脈
印
信
の
伝
法
）

の
月
日
と
が
一
日
違
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
或
い
は
、
②
の
元
豊
六
年
は
七
年
の
誤
り
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
⑤
に
は
、
永
暹
に

天
台
山
国
清
寺
の
日
本
唐
院
（
成
尋
の
廟
と
注
記
が
あ
り
、『
真
言
伝
』
等
が
伝
え
る
成
尋
の
墓
塔
に
付
さ
れ
た
屋
舎
で
あ
っ
た

か
）
で
付
法
し
た
厳
円
と
い
う
僧
侶
も
見
え
る
。
彼
は
成
尋
と
同
道
入
宋
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
留
宋
し
た
成
尋
従
僧

（『
参
記
』
か
ら
聖
秀
・
長
明
の
二
名
が
知
ら
れ
る
）
か
先
述
の
永
智
が
改
名
し
た
も
の
か
、
或
い
は
他
に
、
永
暹
以
前
に
入
宋
を

果
た
し
て
い
た
僧
が
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

③
の
快
宗
は
、『
参
記
』
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
成
尋
の
従
僧
と
し
て
入
宋
帰
国
し
て
い
た
が
、
後
、
再
度
入
宋
し
た
こ
と

に
な
る
。
そ
の
目
的
は
天
台
山
の
巡
礼
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
成
尋
の
往
生
（
元
豊
四
年
）、
そ
し
て
天
台
山
へ
の
送
葬
（
廟

の
建
立
は
⑤
か
ら
元
豊
七
年
以
前
）
と
、
快
宗
等
の
渡
海
と
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
仮
に
快
宗

が
成
尋
の
往
生
と
墓
塔
の
建
立
を
知
っ
た
う
え
で
渡
海
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
天
台
山
に
は
、
成
尋
の
廟
と
い
う
日
本
僧
を
吸
引
す

る
新
た
な
磁
場
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。
成
尋
を
慕
う
者
達
の
渡
海
を
促
し
、
⑤
の
成
尋
に
連
な
る
法
の
伝
授
や
②
の
成
尋
の
手

に
な
る
『
千
鉢
文
殊
経
儀
軌
』（『
参
記
』
煕
寧
六
年
四
月
十
七
日
条
）
の
書
写
等
が
天
台
山
国
清
寺
中
で
な
さ
れ
た
、
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
一
つ
の
推
測
に
過
ぎ
ず
、
或
い
は
、
先
に
入
宋
を
果
た
し
て
い
た
快
宗
や
他
日
本
僧
が
元
豊
六
年
に
一
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旦
上
京
を
命
じ
ら
れ
、
皇
帝
謁
見
の
後
に
天
台
に
下
る
の
に
合
わ
せ
て
成
尋
廟
が
国
清
寺
内
に
建
立
さ
れ
た
可
能
性
等
も
考
え
ら

れ
よ
う
。

こ
れ
ら
、
成
尋
と
直
接
間
接
に
繫
が
り
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
と
は
別
に
、
④
の
戒
覚
の
入
宋
は
捉
え
ら
れ
る
（
快
宗
、
戒
覚
が
そ

れ
ぞ
れ
皇
帝
と
対
面
し
た
③
と
④
の
日
付
は
一
日
違
い
で
あ
る
が
、
戒
覚
は
日
記
中
で
快
宗
一
行
に
一
切
言
及
し
て
お
ら
ず
、
別

団
で
の
渡
海
入
宋
で
あ
っ
た
）。『
渡
宋
記
』
に
よ
る
と
、
彼
は
叡
山
よ
り
遁
世
し
た
、
播
磨
国
綾
部
別
所
の
小
寺
院
の
住
持
で

あ
っ
た
が
、
成
尋
同
等
の
老
齢
で
渡
海
を
敢
行
し
た
。
そ
し
て
、『
渡
宋
記
』
に
引
く
元
豊
五
年
九
月
十
八
日
付
の
皇
帝
宛
て
上

表
文
に
よ
れ
ば
、
聖
跡
名
山
の
巡
礼
を
遂
げ
た
成
尋
の
先
例
に
準
じ
て
自
ら
の
天
台
五
臺
参
詣
を
許
可
さ
れ
る
よ
う
願
い
出
て
い

る
。
と
す
る
と
、
成
尋
の
在
宋
初
期
の
事
績
は
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
（
直
近
の
成
尋
の
往
生
や
送
葬
の
情
報
に
は
接
し
て

い
な
か
っ
た
か
）。『
渡
宋
記
』
冒
頭
部
に
よ
れ
ば
、
戒
覚
の
出
航
も
ま
た
密
航
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
成
尋
の
先
例
を
踏
襲
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
成
尋
は
天
台
山
を
往
生
の
地
と
意
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
上
記
の
入
宋
僧
達
が
天
台
山
に
集
っ
た
の
に
対
し
、

戒
覚
は
上
表
文
に
「
五
臺
山
者
卜
二

終
焉
之
地
一

」
と
述
べ
、
五
臺
山
で
の
終
焉
を
願
う
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
戒
覚
は
天
台

行
を
許
さ
れ
る
こ
と
な
く
即
上
京
を
促
さ
れ
、
皇
帝
謁
見
の
後
に
五
臺
山
に
送
り
届
け
ら
れ
て
い
る
。

戒
覚
の
よ
う
に
、
成
尋
同
様
中
国
で
の
終
焉
を
目
的
と
し
た
渡
海
僧
が
続
い
た
一
方
で
、
永
暹
の
よ
う
に
後
に
帰
国
し
た
僧
侶

も
い
る
。
戒
覚
一
行
（
三
名
）
の
場
合
、『
渡
宋
記
』
に
よ
れ
ば
五
臺
山
に
留
住
を
許
さ
れ
た
の
は
戒
覚
と
沙
弥
仙
勢
の
両
名
で

あ
り
、『
渡
宋
記
』
末
部
に
は
綾
部
別
所
引
摂
寺
に
送
致
す
る
五
臺
山
石
・
土
・
茸
等
の
目
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
送
り

届
け
る
便
船
に
は
、『
渡
宋
記
』
に
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
も
う
一
人
の
従
僧
隆
尊
が
乗
っ
た
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。
ま
た
、
成

尋
は
、
真
影
送
致
の
際
、
自
ら
の
往
生
が
母
国
に
伝
達
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
手
元
に
留
め
た
聖

秀
や
長
明
等
関
係
僧
の
将
来
の
帰
国
を
念
頭
に
し
て
の
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戒
覚
に
お
け
る
沙
弥
仙
勢
も
同
様
の
役
割
を

負
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
一
団
の
長
（
中
国
で
の
終
焉
を
期
す
）
と
従
僧
そ
の
他
（
情
報
・
文
物
の
伝
達
を
担
う
）
と
の
役
割
分
担
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が
垣
間
見
ら
れ
る
。
な
お
こ
こ
で
、
成
尋
に
あ
っ
て
は
、
入
宋
当
初
よ
り
、
留
宋
さ
せ
る
べ
き
僧
侶
は
聖
秀
一
人
と
し
（
後
に
長

明
も
加
わ
る
）、
残
り
の
従
僧
六
（
五
）
名
は
一
年
後
に
帰
国
さ
せ
る
こ
と
が
予
め
計
画
さ
れ
て
い
た
。
帰
国
し
た
成
尋
従
僧
に

つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
水
左
記
』
承
保
二
年
（
一
〇
七
五
）
十
月
二
十
六
日
条
に
「
成
尋
阿
闍
梨
弟
子
等
帰
朝
」
と
見
え
、
成
尋

の
「
弟
子
」
だ
と
単
純
に
見
る
の
み
で
も
よ
か
ろ
う
が
、
聖
秀
の
よ
う
な
身
辺
近
侍
の
僧
侶
と
は
区
別
さ
れ
る
属
性
を
持
つ
も
の

で
は
な
か
っ
た
か
。
す
な
わ
ち
、
成
尋―

聖
秀
（
永
智
も
か
）
と
い
う
狭
義
の
成
尋
師
弟
に
、
快
宗
を
は
じ
め
と
す
る
僧
侶
達
が

あ
る
段
階
で
、
い
ず
れ
か
の
場
に
て
加
わ
り
、
同
道
入
宋
を
遂
げ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
従
僧
等
が
成
尋
と
い
か
な
る
関
係
に

あ
り
、
い
つ
の
段
階
か
ら
渡
宋
計
画
に
参
加
し
て
い
た
か
、
そ
し
て
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
出
自
背
景
を
持
つ
者
達
で
あ
る
の
か
、

と
い
っ
た
点
は
、
今
後
検
討
す
る
に
値
す
る
問
題
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
成
尋
以
降
の
入
宋
僧
に
お
け
る
、
成
尋
と
の
直
接
間
接
の
紐
帯
の
内
実
、
そ
し
て
、
在
宋
往
生
と
弟
子
の
彼
此

往
来
と
い
っ
た
僧
侶
間
の
役
割
の
分
担
と
い
う
側
面
を
意
識
し
つ
つ
、
⑥
の
日
円
と
い
う
僧
侶
に
つ
い
て
節
を
改
め
て
考
え
た
い
。

２　

日
円
と
い
う
僧
侶　

―

そ
の
渡
海
の
実
際

三
善
為
康
撰
『
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下
所
収
の
定
秀
上
人
伝
は
、
叡
山
を
離
山
し
た
定
秀
が
、
諸
国
巡
行
の
果
て
に
備
中
国
新

山
別
所
に
籠
山
し
、
承
保
三
年
三
月
三
日
に
往
生
を
遂
げ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
同
伝
の
後
半
部
分
に
、「
有
二

日
円
上
人
一

、
俗
呼

云
二

美
作
聖
一

」
と
、
⑥
の
日
円
が
登
場
し
、
定
秀
の
往
生
に
関
す
る
夢
告
を
得
、
そ
の
往
生
を
確
定
す
る
役
回
り
を
負
っ
て
い
る
。

な
お
、
日
円
の
入
宋
は
承
保
三
年
以
降
と
な
る
。

⑥
に
よ
る
と
、
日
円
は
、
延
暦
寺
に
籍
を
置
き
顕
密
の
学
に
励
む
も
、
第
二
の
世
俗
化
し
た
山
門
の
交
衆
を
離
れ
遁
世
、
金
峰

山
に
修
行
の
後
、
美
作
真
島
山
に
落
ち
着
い
た
。
或
い
は
、
定
秀
の
よ
う
に
、
諸
国
遊
行
を
経
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
⑥
で

は
、
美
作
の
み
な
ら
ず
、
隣
国
か
ら
も
欽
仰
さ
れ
た
と
い
う
。
定
秀
伝
と
併
せ
考
え
れ
ば
、
定
秀
上
人
居
所
た
る
備
中
新
山
別
所
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と
も
関
係
を
持
ち
、
実
際
に
訪
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

成
尋
は
、
こ
の
新
山
に
つ
い
て
、
昔
人
が
修
行
し
極
楽
往
生
を
遂
げ
て
き
た
場
だ
と
言
い
、
入
宋
前
に
筑
紫
に
下
る
間
、
百
日

の
修
行
を
す
る
等
拠
点
と
し
て
い
た
（『
母
集
』）。
渡
海
準
備
の
た
め
、
都―

備
中
新
山―

大
宰
府
博
多
と
い
う
ル
ー
ト
を
成
尋

は
往
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
定
秀
や
日
円
の
伝
か
ら
は
、
遁
世
僧
の
遊
行
回
国
性
を
支
え
る
、
国
内
聖
地
や
別
所
を
結
ぶ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
想
起
さ
れ
る
が
、
成
尋
が
辿
っ
た
道
程
も
そ
の
一
部
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
日
円
も
、
後
に
入
宋
を
決
意
し
た
際

に
は
、
備
中
・
美
作
か
ら
西
に
延
び
る
ル
ー
ト
を
下
り
、
大
宰
府
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

日
円
に
は
、
清
涼
山
（
五
臺
山
）
を
目
指
し
た
渡
海
、
そ
し
て
天
台
山
で
の
往
生
、
と
い
う
点
で
も
成
尋
と
の
共
通
性
を
見
出

し
う
る
。
こ
こ
で
、『
園
城
寺
伝
法
血
脈
』
乾
の
成
尋
の
項
に
は
、「
入
唐
之
時
於
二

筑
紫
一

授
二

灌
頂
一
文
円
慶
・
実
豪
・
安
修
・

頼
禅
・
観
範
・
日
円
等
也
、
日
円
又
授
二

四
人
一

云
々
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
成
尋
は
入
宋
前
、
筑
紫
に
お
い
て
日
円
と
い
う
僧

に
灌
頂
を
授
け
た
。
彼
に
つ
い
て
、
例
え
ば
大
宰
府
在
住
の
僧
で
、
美
作
の
日
円
と
は
別
と
考
え
る
余
地
も
あ
る
。
だ
が
、
特
に

顕
密
仏
教
界
の
表
舞
台
か
ら
遁
世
し
た
僧
侶
達
は
、
各
地
を
遊
行
回
国
す
る
性
格
を
持
つ
も
の
で
、
大
宰
府
管
内
と
美
作
と
を
往

来
す
る
日
円
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
別
段
難
し
く
な
い
。
快
宗
や
永
暹
と
い
っ
た
同
時
代
の
他
の
入
宋
僧
と
成
尋
と
の
間

に
は
直
接
間
接
の
繫
が
り
が
う
か
が
え
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
筑
紫
で
成
尋
と
関
係
を
持
っ
た
美
作
の
日
円
が
、
後
に
渡
海
し

た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う 16
。
日
円
は
、
新
山
を
訪
れ
た
成
尋
と
い
ず
れ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
合
流
し
、
同
道
し
て
九
州
ま

で
下
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
成
尋
に
灌
頂
を
受
け
た
後
、
美
作
に
戻
り
、
承
保
三
年
以
降
に
渡
海
、
大
江
匡
房
が
『
続
本

朝
往
生
伝
』
を
撰
し
た
康
和
年
間
（
一
〇
九
九
～
一
一
〇
四
）
ま
で
に
は
天
台
山
に
往
生
を
遂
げ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
日
円
の
実
在
と
入
宋
を
具
体
的
に
裏
付
け
る
二
つ
の
関
連
史
料
が
近
年
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
金
沢
文
庫
蔵
『
伽

陀
集
（
伽
陀
抄
）』
に
引
く
「
文
殊
讃
」
の
注
記
で
、「
此
曲
、
天
台
日
円
聖
人
入
唐
之
時
、
弟
子
快
円
、
遇
二

五
臺
山
麓
沙
門
一

所
二

伝
授
一

也
。
快
円
帰
朝
之
時
、
伝
二

尭
雲
房
頼
澄
一
人
一

畢
。
尭
雲
房
殊
秘
蔵
之
間
、
法
橋
玄
澄
一
人
授
レ

之
。
法
橋
伝
二

澄
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恵
・
澄
円
一

畢
」
と
あ
る 17
。
他
の
一
つ
は
『
御
室
相
承
記
』「
高
野
御
室
」
の
「
仏
牙
舎
利
事
」
に
引
く
も
の 18

で
「
久
安
三
年

十
一
月
十
五
日
乙
亥
仏
牙
舎
利
御
拝
見
記
文
云
、
日
円
上
人
弟
□
（
子
）
妙
法
房
、
自
二

清
涼
山
一

奉
レ

渡
レ

之
、
白
川
院
東
面
、

彼
人
多
年
奉
レ

持
レ

之
云
々
」
と
い
う
、
高
野
御
室
覚
法
法
親
王
が
仏
牙
舎
利
を
拝
見
し
た
記
事
で
あ
る
。
快
円
、
妙
法
房
と
も

五
臺
山
ゆ
か
り
の
も
の
を
輸
入
し
て
い
る
点
で
性
格
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
塚
紀
弘
氏
の
見
る
よ
う
に
、
同
一
人
物
と

判
断
し
て
よ
か
ろ
う 19
。
さ
ら
に
、
五
臺
山
と
快
円
の
縁
を
説
く
両
史
料
は
、
日
円
が
五
臺
山
巡
礼
を
果
た
し
た
こ
と
を
婉
曲
に
伝

え
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
五
臺
山
は
皇
帝
膝
下
都
開
封
へ
の
上
京
と
、
皇
帝
の
許
可
を
経
て
巡
礼
の
許
さ
れ
る
聖
地
で
あ
っ
た
。

仮
に
日
円
師
弟
が
本
当
に
五
臺
山
参
詣
を
果
た
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
は
上
京
（
と
皇
帝
と
の
対
面
も
）
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
、
成
尋
以
降
、
日
本
僧
の
上
京
が
現
在
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
、
快
宗
一
行
と
戒
覚
師
弟
の
二
例
で
あ
っ
た
。
日
円

も
ま
た
、
神
宗
が
召
見
し
た
快
宗
一
行
十
三
人
の
な
か
に
数
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
日
円
・
快
円
が
実

際
に
は
五
臺
山
へ
未
到
達
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
五
臺
山
僧
と
の
交
流
や
文
物
の
入
手
等
何
ら
か
の
形
で
五
臺
山
と
の
縁
を
持
っ

た
と
帰
国
後
に
語
り
え
た
の
で
あ
れ
ば
、
江
南
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
北
上
し
入
京
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
た
方
が

理
解
し
や
す
い
。
成
尋
は
、
開
封
で
も
五
臺
山
副
僧
正
と
交
流
を
持
っ
て
い
る
（『
参
記
』
煕
寧
六
年
三
月
十
三
日
・
十
八
日
条
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
稿
で
は
、
日
円
も
ま
た
成
尋
と
縁
あ
る
入
宋
僧
だ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

三　

入
宋
僧
の
活
動
を
支
え
る
社
会
的
背
景　

―
モ
ノ
の
動
き
と
ヒ
ト
の
繫
が
り

１　

入
宋
僧
が
伝
え
た
モ
ノ
・
情
報
を
め
ぐ
っ
て

さ
て
、
以
上
か
ら
は
、
北
宋
の
聖
地
霊
山
か
ら
日
本
国
内
（
九
州―

中
国
地
方―

近
畿
地
方
）
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
、

そ
れ
に
乗
じ
て
国
内
外
を
往
来
す
る
僧
侶
達
の
動
き
が
垣
間
見
え
て
き
た
。
本
節
で
は
、
そ
こ
に
齎
さ
れ
た
有
形
無
形
の
モ
ノ
や
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情
報
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
の
国
内
社
会
に
お
け
る
意
義
・
役
割
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
み
た
い
。

既
出
の
永
暹
に
つ
い
て
は
、『
後
拾
遺
往
生
伝
』
に
伝
の
載
る
永
暹
（
出
雲
国
鰐
淵
寺
僧
で
天
王
寺
や
良
峰
山
で
も
活
動
）
と

見
る
む
き
も
あ
る 21
（
伝
は
入
宋
に
言
及
せ
ず
確
証
は
な
い
が
、
従
っ
て
お
き
た
い
）。
②
⑤
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
帰
国
後
、
大

和
国
多
武
峰
の
僧
済
厳
に
付
法
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
成
尋
の
流
れ
を
汲
む
法
脈
は
、
海
を
越
え
て
相
承
さ
れ
た
。
永

暹
そ
の
人
も
、
入
宋
前
に
多
武
峰
に
て
活
動
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
ら
し
い 21
。
多
武
峰
に
は
、
遁
世
僧
達
の
集
う
「
別
所
」
的

な
側
面
を
見
出
し
得
よ
う 22
。
な
お
受
法
し
た
側
の
済
厳
は
、
別
に
、
宋
海
商
と
も
接
触
し
、
同
時
代
中
国
音
で
の
経
典
の
読
み
を

伝
授
さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る 23
。
横
内
裕
人
氏
は
、
⑤
後
略
部
で
栄
西
の
師
で
あ
る
基
好
（
伯
耆
国
大
山
住
僧
）
へ
と
授
法
が

繫
が
る
こ
と
等
も
踏
ま
え
、
基
好
の
も
と
に
存
在
し
た
、
栄
西
入
宋
（
一
一
六
八
年
）
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
宋
に
繫
が
る
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
宋
代
仏
教
に
親
和
的
な
多
武
峰
と
の
交
流
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る 24
。
中
国
か
ら
の

多
様
な
モ
ノ
・
情
報
は
、
九
州
か
ら
山
陰
を
含
む
中
国
地
方
を
経
て
畿
内
に
ま
で
伸
び
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
乗
っ
て
伝
達
・
継
承

さ
れ
、
次
な
る
僧
侶
の
入
宋
を
準
備
す
る
べ
く
活
用
さ
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
よ
う
。

他
方
、
日
円
弟
子
快
円
は
、
帰
国
に
際
し
、
五
臺
山
ゆ
か
り
の
モ
ノ
（
仏
牙
や
、
節
つ
き
の
漢
讃
）
を
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ

る
。
戒
覚
が
引
摂
寺
へ
送
っ
た
五
臺
山
の
石
土
同
様
に
、
請
来
時
よ
り
、
日
円
や
快
円
の
拠
点
寺
院
の
い
ず
れ
か
で
重
宝
と
さ
れ

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
こ
で
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
従
来
五
臺
山
へ
の
参
詣
・
供
養
は
、
天
皇
を
は
じ
め
と
し
た
貴
顕
達
よ

り
広
く
代
理
結
縁
が
課
せ
ら
れ
、
渡
海
僧
侶
の
公
共
的
な
役
目
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
恐
ら
く
奝
然
師
弟
の
入
宋
帰
国
を
経
て

認
識
さ
れ
た
宋
朝
の
対
外
的
積
極
策
が
影
響
し
、
正
式
な
出
国
許
可
を
得
ず
密
航
し
た
成
尋
に
至
っ
て
は
、
そ
の
役
回
り
は
影
を

ひ
そ
め
て
い
た
。
乗
船
費
用
を
用
立
て
す
る
つ
て
も
な
か
っ
た
戒
覚
等
（『
渡
宋
記
』）、
成
尋
に
比
し
て
さ
ら
に
貴
顕
と
の
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
が
薄
い
と
思
わ
れ
る
後
続
の
入
宋
僧
達
は
、
五
臺
山
参
詣
に
関
し
て
も
、
同
等
の
役
割
を
予
め
貴
顕
か
ら
積
極
的
に
付

さ
れ
て
渡
海
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
快
円
請
来
の
仏
牙
に
つ
い
て
は
、
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
十
一
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月
十
五
日
以
前
に
は
鳥
羽
院
の
所
持
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た 25
わ
け
だ
が
、「
彼
人
多
年
奉
レ

持
レ

之
」
と
い
う
『
御
室
相
承
記
』

の
記
述
か
ら
は
、
帰
国
後
も
暫
く
の
間
は
、
彼
の
請
来
文
物
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
鳥
羽
院
は
、
覚
法
に
仏

牙
を
見
せ
た
数
か
月
前
に
比
叡
山
に
参
詣
し
た
際
、
宝
物
中
に
あ
っ
た
五
臺
山
の
沙
を
少
分
取
っ
て
懐
に
し
、
群
臣
に
も
取
る
よ

う
勧
め
て
お
り
（『
台
記
』
久
安
三
年
六
月
十
九
日
条
）、
五
臺
山
ゆ
か
り
の
文
物
に
対
す
る
継
続
的
な
関
心
は
認
め
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、『
渡
宋
記
』
識
語
に
よ
れ
ば
、
戒
覚
が
住
持
の
寺
に
送
致
し
た
五
臺
山
の
「
菩
薩
石
」
は
、
後
に
平
忠
盛
（
清
盛
父
）
が

訪
寺
拝
見
し
た
際
に
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
。
五
臺
山
へ
の
結
縁
と
い
う
願
望
が
、
権
力
中
枢
部
の
念
頭
か
ら
消
え
た
わ
け
で
は
な

い
。
こ
こ
で
は
、
宋
の
南
渡
、
南
宋
と
金
の
併
存
と
い
う
十
二
世
紀
世
界
情
勢
の
激
動
の
な
か
、
五
臺
山
（
金
の
版
図
に
入
る
）

と
の
直
接
の
紐
帯
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
時
期
に
、
既
に
伝
来
し
国
内
に
存
在
し
た
同
聖
地
関
連
文
物
が
貴
顕
達
に
見
出
さ
れ
て

い
る
事
実
そ
の
も
の
が
、
ま
ず
興
味
深
い 26
。
だ
が
さ
ら
に
、
本
稿
に
お
い
て
重
視
し
た
い
の
は
、
皇
族
貴
族
の
側
が
、
入
宋
僧
を

渡
海
段
階
よ
り
積
極
的
に
後
援
し
五
臺
山
に
結
縁
し
よ
う
と
す
る
従
来
型
の
接
触
を
控
え
、
彼
ら
が
帰
国
に
伴
い
齎
し
て
い
た
モ

ノ
に
つ
い
て
、
自
ら
の
関
心―

そ
の
内
実
自
体
が
分
析
課
題
で
あ
る
が―

に
即
し
て
恣
意
的
に
関
与
し
、
蒐
集
利
用
し
て
い

く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
モ
ノ
や
情
報
の
移
入
と
い
う
宋
と
の
繫
が
り
に
お
い
て
、
如
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
朝

廷
や
権
力
中
枢
の
意
思
と
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
く
よ
う
に

な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
よ
う
。

２　

僧
侶
の
渡
海
を
支
え
た
社
会
的
背
景　

―

成
尋
と
大
宰
府
管
内
の
寺
院
・
僧
侶

渡
海
の
公
許
や
有
力
貴
顕
に
よ
る
直
接
の
後
援
を
欠
い
て
も
な
お
、
僧
侶
の
入
宋
を
可
能
と
し
、
宋
と
の
様
々
な
繫
が
り
を
確

保
し
う
る
背
景
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
成
尋
以
下
の
僧
侶
の
検
討
か
ら
顕
在
化
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

最
後
に
、
そ
の
実
態
的
側
面
の
一
端
に
つ
い
て
、
往
生
伝
も
史
料
と
し
て
用
い
つ
つ
、
さ
ら
に
具
体
的
に
考
究
し
て
み
た
い
。
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日
本
各
地
の
地
方
寺
院
や
別
所
を
往
来
す
る
僧
侶
達
の
、
広
範
に
わ
た
る
人
的
交
流
や
、
そ
れ
に
伴
う
仏
教
関
連
文
物
の
移
動

の
実
態
に
関
し
て
は
、
十
二
世
紀
以
降
に
つ
い
て
は
詳
細
が
次
第
に
解
明
さ
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
先
に
触
れ
た
多
武
峰
か

ら
伯
耆
を
経
て
博
多
に
至
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
そ
れ
で
あ
る
し 27
、
入
南
宋
僧
栄
西
に
関
し
て
は
、
二
度
の
渡
海
そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
、

そ
の
前
後
に
滞
在
・
往
来
し
、
交
流
を
持
っ
た
具
体
的
寺
院
群
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る 28
。

さ
て
、
栄
西
の
場
合
、『
栄
西
入
唐
縁
起 29
』
に
よ
れ
ば
、
入
宋
前
に
、
安
楽
寺
を
は
じ
め
と
す
る
大
宰
府
管
内
の
有
力
寺
社
に

航
海
祈
願
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
天
台
の
入
唐
先
師
の
先
例
を
踏
襲
す
る
行
為
で
も
あ
ろ
う
が
、
渡
海
僧
の
現
地
寺
社
へ
の
接
触

と
い
う
動
き
は
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
十
一
世
紀
の
入
宋
僧
に
つ
い
て
も
想
定
し
て
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
上
述
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
西
端
に
位
置
し
、
宋
へ
の
玄
関
口
と
な
っ
た
大
宰
府
管
内
の
寺
社
勢
力
に
注
目
し
、
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
未
検
討
か
と
思
わ

れ
る
北
宋
期
入
宋
僧
と
の
関
係
の
有
無
を
探
っ
て
み
た
い
。

『
続
本
朝
往
生
伝
』
の
撰
者
大
江
匡
房
が
、
大
宰
権
帥
と
し
て
現
地
に
下
向
（
承
徳
二
年
（
一
〇
九
七
）
秋
）
し
た
際
伝
聞
・

取
材
し
た
と
思
わ
れ
る
管
内
往
生
者
の
伝
を
紐
解
い
て
み
よ
う
。
ⅰ
「
砂
門
能
円
者
、
大
宰
府
観
世
音
寺
傍
、
極
楽
寺
住
僧
也
。

於
二

此
寺
一

千
日
講
二

法
花
経
一

、
以
二

勧
進
一

為
レ

業
、
以
二

念
仏
一

為
レ

宗
（
後
略
）
」
と
い
う
能
円
伝
、
ⅱ
「
砂
門
高
明
者
、
本
是

播
磨
国
書
写
山
性
空
上
人
之
弟
子
也
。
後
住
二

大
宰
府
大
山
寺
一

。
三
衣
一
鉢
之
外
、
更
無
二

餘
資
一

。
念
仏
読
経
以
レ

之
為
レ

業
。

或
造
二

幡
〈
博
歟
〉
多
橋
一

、
或
建
二

立
六
角
堂
一

。
於
二

清
水
寺
一

、
如
法
書
二

法
花
経
一
（
後
略
）
」
と
い
う
高
明
伝
、
ⅲ
「
砂
門

安
修
者
、
大
宰
府
安
楽
寺
学
頭
也
。
顕
蜜
才
高
、
戒
行
身
潔
、
耆
徳
碩
学
、
莫
レ

不
二

請
益
一

。
一
生
之
間
、
只
勤
二

仏
事
一

、千
日

講
二

一
乗
一

、
全
及
二

三
遍
一

。
六
時
修
二

三
昧
一

、
已
踰
二

七
旬
一

。
偏
抛
二

人
世
一

、
唯
期
二

浄
土
一

、
臨
終
之
時
、
一
心
念
仏
、
西

向
遷
化
。
于
時
春
秋
七
十
五
也
」
と
い
う
安
修
伝
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
三
話
が
、
成
尋
伝
の
後
に
並
び
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
を
重
視
し
た
い
。
匡
房
の
脳
裏
に
は
、
成
尋
の
辿
っ
た
畿

内
か
ら
大
宰
府
（
そ
し
て
宋
に
延
び
る
）
ル
ー
ト
、
自
ら
も
そ
れ
に
並
行
す
る
形
で
下
向
し
て
き
た
道
筋
が
見
え
て
い
た
か
の
よ
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う
に
思
わ
れ
る
。
成
尋
に
導
か
れ
る
形
で
、
匡
房
や
読
者
の
眼
は
都
周
辺
か
ら
大
宰
府
へ
と
転
じ
る
こ
と
に
な
る
。

大
宰
府
下
向
か
ら
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
ま
で
の
匡
房
の
在
地
で
の
活
動
に
は
、
特
筆
す
べ
き
側
面
が
多
い
が
、
菅
原
道

真
墓
所
安
楽
寺
を
め
ぐ
る
諸
動
向
は
、
後
の
天
神
信
仰
の
展
開
と
も
関
わ
る
も
の
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る 31
。
匡
房
は
、
そ
の
安
楽

寺
僧
で
、『
菅
家
御
伝
記
』
所
収
「
安
楽
寺
学
頭
安
修
奏
状
」
の
起
草
者
で
も
あ
る
安
修
の
伝
を
収
録
し
て
い
る
（
ⅲ
）。
こ
れ
は
、

前
掲
『
園
城
寺
伝
法
血
脈
』
乾
に
見
ら
れ
る
、
成
尋
に
法
を
受
け
た
安
修
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う 31
。

ま
た
、
治
暦
二
年
（
一
〇
六
六
）
八
月
二
十
二
日
「
法
華
経
書
写
結
縁
文
」（『
観
世
音
寺
文
書
』）
に
よ
れ
ば
、
大
弐
藤
原
師

成
以
下
の
府
官
や
僧
が
往
生
を
願
い
、
観
世
音
寺
法
華
経
書
写
供
養
に
結
縁
し
て
い
る
。
俗
人
で
は
、
師
成
を
筆
頭
に
、
中
央
出

自
の
受
領
や
管
内
出
自
の
有
力
府
官
人
の
名
が
並
ぶ
が
、
僧
侶
で
名
の
見
え
る
の
は
「
行
禅
・
任
慶
・
永
源
・
明
基
・
安
円
・
永

尊
・
順
源
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
永
尊
は
『
園
城
寺
伝
法
血
脈
』
乾
に
て
安
修
共
々
成
尋
か
ら
附
法
さ
れ
た
永
尊
の
可
能
性
が

あ
ろ
う
。
ま
た
、
順
源
は
、『
拾
遺
往
生
伝
』
巻
下
に
、「
大
法
師
順
源
者
、
鎮
西
安
楽
寺
住
僧
也
。
俗
呼
二

静
慮
院
供
奉
一

。
雖
レ

携
二

学
業
一

、
専
無
二

念
仏
観
法
之
想
一
（
後
略
）
」
と
載
録
さ
れ
た
安
楽
寺
僧
順
源
か
。
な
お
、
順
源
伝
に
は
、「
隣
有
二

円
宗
房
安

秀
上
人
一

」
と
見
え
る
。
順
源
の
往
生
時
に
会
話
を
交
わ
し
た
こ
の
安
秀
と
、
先
に
見
た
安
修
は
、
同
じ
安
楽
寺
僧
で
あ
り
、
同

一
人
物
で
あ
ろ
う
。
往
生
伝
に
記
さ
れ
る
府
内
寺
院
の
僧
侶
達
は
、
相
互
に
紐
帯
を
有
し
、
社
会
的
レ
ベ
ル
と
し
て
は
、
直
接
府

の
官
長
に
連
な
り
う
る
立
場
に
あ
り
、
決
し
て
単
な
る
世
捨
て
人
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
在
地
の
有
力
僧
達
と
、
成
尋
は
渡
海

前
に
関
係
を
持
っ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、『
参
記
』
煕
寧
六
年
五
月
二
十
一
日
条
で
は
、「
有
二

坐
禅
供
奉
・
円
宗
房
清
水
四
禅
師
書
一

、
即
披
レ

緘
之
処
、
感
涙

頗
下
。
坐
禅
被
レ

送
二

譲
位
除
目
并
公
卿
召
及
円
宗
寺
法
花
会
日
記
一

。
円
宗
房
被
レ

送
二

円
宗
寺
二
会
日
記
・
竪
義
注
記
一

。
散
レ

鬱
已
了
。
為
レ

悦
不
レ

少
。
両
人
各
被
レ

送
二

帷
料
細
布
一
段
一

」
と
、
永
智
が
携
行
し
て
き
た
「
坐
禅
供
奉
」
と
「
円
宗
房
清
水

四
禅
師
」（
あ
る
い
は
「
円
宗
房
・
清
水
四
禅
師
」
の
二
名
、
ま
た
は
「
円
宗
房
・
清
水
・
四
禅
師
」
の
三
名
）
の
書
に
成
尋
が
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涙
し
て
い
る
。
以
前
も
述
べ
た
が 32
、
少
な
く
と
も
後
者
は
大
宰
府
寺
社
関
係
の
僧
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。「
円
宗
房
」

は
、
誤
記
・
誤
写
を
想
定
し
な
い
場
合
、
安
楽
寺
に
存
在
し
た
円
宗
房
を
指
す
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
（
上
掲
順
源
伝
に

同
房
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
）。
後
に
続
く
「
清
水
」
は
京
都
の
清
水
寺
等
で
は
な
く
、
高
明
伝
（
ⅱ
）
に
見
ら
れ
る
府
管
内
の

「
清
水
寺
」
の
こ
と
で
、
観
世
音
寺
か
そ
の
関
連
寺
院
で
あ
ろ
う 33
。「
四
禅
師
」
は
、
大
宰
府
庁
の
北
方
、
四
王
寺
山
に
存
在
し
た

四
王
寺
の
四
禅
師
職
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う 34
。
府
管
内
の
有
力
寺
社
を
示
唆
す
る
語
が
三
つ
並
ぶ
こ
と
に
な
る
の
だ
。「
円
宗
房

清
水
四
禅
師
」
を
冠
す
る
人
物
は
、
成
尋
出
国
期
に
、
府
周
辺
の
寺
社
に
あ
っ
た
僧
侶
（
達
）
だ
と
推
測
し
た
い
。
な
お
、
こ
の

円
宗
房
を
、
上
述
の
安
修
と
見
る
こ
と
等
も
で
き
よ
う
が
、
成
尋
入
宋
当
時
に
安
修
が
円
宗
房
の
房
号
を
名
乗
っ
て
い
た
か
は
不

明
で
あ
り
、
後
三
条
天
皇
御
願
寺
た
る
京
都
の
円
宗
寺
で
開
催
さ
れ
た
法
会
の
記
録
を
入
手
し
え
る
立
場
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
の
人
物
は
中
央
出
自
の
僧
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
難
し
い
が
、『
参
記
』
同
日
条
は
、
出
航
の
地

博
多
大
宰
府
周
辺
の
僧
侶
と
成
尋
と
の
密
な
関
係
を
示
す
記
事
と
捉
え
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
安
修
や
永
尊
等
在
地
出
自
か
と
思
わ
れ
る
僧
侶
の
他
に
、
中
央
出
自
の
僧
侶
が
府
管
内
で
成
尋
と
関
係
を
持
っ
た

可
能
性
に
つ
い
て
も
簡
単
に
考
え
て
み
た
い
。
前
掲
し
た
治
暦
二
年
の
観
世
音
寺
結
縁
者
の
う
ち
安
円
は
、『
安
楽
寺
別
当
次
第
』

に
見
ら
れ
る
、
中
央
菅
原
氏
出
自
の
安
楽
寺
別
当
安
円
（
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
任
）
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
下
向
し
て
き

て
い
た
も
の
か
。『
別
当
次
第
』
に
よ
れ
ば
、
次
代
別
当
は
基
円
で
あ
り
、
そ
の
着
任
は
延
久
三
年
、
成
尋
渡
海
準
備
期
に
当
た

る
。
安
楽
寺
に
は
代
官
を
派
遣
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
後
安
楽
寺
に
お
け
る
様
々
な
活
躍
が
知
ら
れ
（「
安
楽
寺
草
創
日

記
」『
大
宰
府
神
社
文
書
』）、
現
地
に
下
向
し
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
彼
は
、
か
つ
て
成
尋
と
一
緒
に
園
城
寺
の
法
会
で
活

躍
し
た
寺
門
派
の
僧
で
あ
る
（「
十
月
会
」『
三
井
続
灯
記
』
巻
六
）。
こ
の
安
楽
寺
別
当
基
円
の
よ
う
な
人
物
も
、
成
尋
の
渡
海

に
際
し
て
は
何
ら
か
の
接
触
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
お
、
中
央
権
門
寺
院
に
よ
る
府
管
内
有
力
寺
社
（
観
世
音
寺
・
筥
崎

宮
・
大
山
寺
等
）
の
末
寺
化
は
十
二
世
紀
に
は
確
実
に
知
ら
れ
る
。
そ
の
本
末
関
係
形
成
・
強
化
の
過
程
で
生
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
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中
央―

大
宰
府
・
博
多
の
人
の
動
き
等
、
様
々
な
人
的
動
脈
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
成
尋
等
各
入
宋
僧
と
中
央
出
自
僧
侶
と
の
紐

帯
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
考
察
を
深
め
た
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
大
宰
府
管
内
の
有
力
寺
社
に
止
住
し
て
い
た
中
央
の
僧
侶
や
在
地
出
自
の
僧
侶
が
、
渡
海
の
た
め
下
向
し

て
き
た
成
尋
と
新
た
に
関
係
を
結
び
、
或
い
は
以
前
か
ら
の
関
係
を
土
台
と
し
て
、
何
ら
か
の
形
で
渡
海
を
手
助
け
し
た
可
能
性

を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
渡
海
勅
許
を
欠
い
た
ま
ま
の
成
尋
に
あ
っ
て
も
、
宋
海
商
と
の
間
で
全
く
の
秘
密
裡
に
出
国
の
手
は
ず

が
整
え
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
備
中
新
山
別
所
で
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
も
の
と
同
様
に
、
出
航
の
現
場
付
近
に
お
い
て
も
、
渡

海
成
就
の
祈
祷
を
も
含
め
様
々
に
、
在
地
の
寺
社
や
僧
侶
達
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
方
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
中

国
と
日
本
の
結
節
点
に
存
在
し
た
大
宰
府
の
寺
院
勢
力
は
、
成
尋
や
そ
れ
を
追
っ
て
渡
海
し
よ
う
と
す
る
僧
侶
を
受
け
入
れ
、
そ

の
願
望
成
就
を
支
え
る
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

異
郷
で
の
往
生
を
目
指
し
た
成
尋
の
渡
海
は
、
戒
覚
の
密
航
や
日
円
の
「
附
二

大
宋
商
船
一

渡
海
」
と
い
っ
た
、
後
続
僧
侶
の

入
宋
を
促
す
き
っ
か
け
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
以
上
の
分
析
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
た
、
僧
侶
の
渡
海
を
支
え
、

日
宋
の
仏
教
交
流
を
担
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
成
尋
の
《
密
航
》
を
経
て
社
会
的
に
表
面
化
し
て
き
た
と
指
摘
は
で

き
る
が
、
必
ず
し
も
成
尋
渡
航
を
契
機
に
新
た
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
成
尋
に
先
行
す
る
渡
海
僧
達
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
古
代―

中
世
移
行
期
に
お
け
る
日
本
社
会
の
史
的
展
開
の
な
か
に
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
生
成
・
確
立
を
位
置
付
け
、
そ
の
役

割
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
る
こ
と
は
次
な
る
課
題
と
し
た
い
。

さ
て
、
快
宗
や
戒
覚
、
日
円
等
の
後
に
は
、
彼
ら
に
続
く
入
宋
僧
を
史
料
に
確
認
で
き
な
く
な
る
。
十
一
世
紀
終
わ
り
か
ら
、
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一
一
六
七
年
に
重
源
、
翌
年
に
栄
西
が
相
次
い
で
入
宋
す
る
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
、
日
本
仏
教
の
対
外
的
交
流
と
し
て
は
、
ヒ

ト
の
動
き
を
欠
く
、
モ
ノ
（
高
麗
義
天
版
等
の
典
籍
等
）
の
移
入
に
よ
る
教
学
進
展
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る 35
。

入
宋
僧
の
断
絶
が
長
期
に
わ
た
る
要
因
に
つ
い
て
は
、
神
宗
没
後
か
ら
徽
宗
皇
帝
期
に
至
る
北
宋
の
仏
教
政
策
の
推
移
、
宋
国
内

に
お
け
る
仏
教
の
比
重
の
軽
重
等
を
丹
念
に
追
い
、
ま
た
金
と
南
宋
の
併
存
と
い
う
東
ア
ジ
ア
世
界
の
再
々
編
の
影
響
を
視
野

に
入
れ
つ
つ
検
討
す
べ
き
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
入
宋
僧
の
存
在
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、

『
栄
西
入
唐
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
栄
西
は
、「
即
廿
一
離
山
、
志
在
二

于
渡
海
一

、
中
頃
成
尋
阿
闍
梨
三
河
入
道
以
後
入
唐
之
僧
所
レ

絶
也
、
毎
レ

人
雖
レ

語
二

此
事
一

、
還
嘲
哢
」
さ
れ
た
と
い
う
。
誇
張
こ
そ
あ
れ
、
前
年
入
宋
の
重
源
共
々
、
久
方
ぶ
り
の
日
本
僧

の
渡
海
と
な
っ
た
と
見
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

重
源
が
入
宋
し
た
一
一
六
七
年
の
こ
と
と
し
て
、
日
本
か
ら
の
遣
使
が
明
州
に
到
り
仏
法
の
大
意
を
問
う
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（『
仏
祖
統
紀
』
巻
四
十
七
）。
榎
本
渉
氏
は
、
遣
使
主
体
を
大
宰
大
弐
平
頼
盛
と
し
、
使
い
を
僧
（
重
源
そ
の
人
）
と
す
る
。
そ

し
て
一
一
七
二
年
以
降
の
後
白
河
法
皇
・
平
清
盛
と
明
州
と
の
通
交
に
繫
が
る
予
備
交
渉
が
な
さ
れ
た
と
推
測
す
る 36
。
横
内
裕
人

氏
は
、
中
国
仏
教
情
報
・
知
識
へ
の
意
欲
の
高
ま
り
に
よ
る
現
状
視
察
と
看
做
す 37
。
入
宋
僧
復
活
の
初
発
段
階
で
な
さ
れ
た
予
備

交
渉
・
現
状
視
察
の
中
身
に
は
、
僧
侶
の
往
来
が
北
宋
代
の
よ
う
な
国
際
問
題
に
発
展
し
な
い
こ
と―

北
宋
期
と
異
な
り
、
南

宋
皇
帝
は
日
本
僧
を
召
見
せ
ず
、
積
極
的
に
縁
を
築
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た―

、
よ
っ
て
自
由
な
在
宋
活
動
を
な
し
う
る
こ
と

の
確
認
も
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
思
う
。
他
方
で
、
日
本
の
公
権
力
は
、
十
二
世
紀
半
ば
に
至
り
対
外
関
係
上
の
問
題
か
ら
一
歩

身
を
引
く
と
い
う 38
。
い
わ
ゆ
る
渡
海
禁
制
や
出
国
勅
許
と
い
っ
た
も
の
も
問
題
と
さ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、
重
源
・
栄
西
の
帰
国

が
、
後
の
爆
発
的
な
渡
海
僧
の
増
加
に
繫
が
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
う
し
た
と
き
、
入
南
宋
僧
は
、
帰
国
を
前
提
と
し
た
活
動
を
公
然
と
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
巡
礼
修
行
を
経
て
、

異
国
に
最
期
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
傾
向
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
便
船
の
つ
て
や
パ
ト
ロ
ン
等
々
条
件
さ
え
そ
ろ
え
ば
、
一
時
影
を
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潜
め
て
い
た
、
在
中
求
法
、
帰
国
伝
法
が
可
能
と
な
る
時
期
が
到
来
し
た
わ
け
で
あ
る
。
か
つ
て
入
北
宋
僧
の
中
国
聖
地
へ
の
巡

礼
結
縁
と
滅
罪
往
生
の
実
現
に
寄
与
し
た
国
内
寺
社
・
僧
侶
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
遊
学
帰
国
す
る
入
南
宋
僧
達
の
活
動
を
支
え

る
土
台
・
母
体
と
し
て
機
能
し
は
じ
め
る
。
む
ろ
ん
、
渡
航
先
の
南
宋
が
五
臺
山
を
版
図
外
と
し
た
こ
と
も
、
入
宋
僧
の
性
格
変

化
の
重
要
な
要
因
で
あ
ろ
う
が
、
天
台
山
や
、
新
た
な
聖
地
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
明
州
阿
育
王
山
等
の
江
南
寺
院
は
、
終
焉
往

生
の
地
と
し
て
で
は
な
く
、
主
に
禅
律
教
を
学
び
帰
国
す
る
べ
く
目
指
す
場
と
な
っ
た
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
入
北
宋
僧
に
特
徴
的
な
聖
地
巡
礼
・
不
帰
往
生
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
史
的
特
質
や
そ
れ
を
支
え
る
背

景
社
会
の
有
り
よ
う
を
具
体
的
に
探
っ
て
み
た
。
史
料
の
概
観
に
終
始
し
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
論
点
を
挙
げ
る
こ
と
に
も

な
っ
た
。
よ
り
詳
細
な
考
究
を
期
し
た
い
。

■ 

註
1 

木
宮
泰
彦
『
日
華
文
化
交
流
史
』（
冨
山
房
、
一
九
五
五
）。

2 

森
克
己
「
日
宋
交
通
と
日
宋
相
互
認
識
の
発
展
」（『
増
補
日
宋
文
化
交
流
の
諸
問
題
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
）。

3 

拙
稿
「
入
宋
僧
寂
照
の
飛
鉢
説
話
再
考
」（『
仏
教
文
学
』
三
三
、
二
〇
〇
九
）、「
日
本―

北
宋
の
仏
教
交
渉
と
摂
関
期
仏
教
の
展
開
」

（『
史
学
雑
誌
』
一
一
九―

七
、
二
〇
一
〇
）。

4 

多
く
の
先
行
研
究
の
う
ち
、
本
稿
で
は
主
に
伊
井
春
樹
『
成
尋
の
入
宋
と
そ
の
生
涯
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
）、
石
井
正
敏
「
成

尋
生
没
年
考
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
四
四
、
一
九
九
九
）、
同
「『
成
尋
阿
闍
梨
母
集
』
に
み
え
る
成
尋
な
ら
び
に
従

僧
の
書
状
に
つ
い
て
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
五
二
、
二
〇
〇
七
）、
永
井
義
憲
「
成
尋
阿
闍
梨
母
集
の
研
究
」（『
大

正
大
学
研
究
紀
要
』
四
三
、
一
九
五
八
）、
平
林
文
雄
『
参
天
台
五
臺
山
記　

校
本
並
び
に
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
八
）、
藤

善
真
澄
『
参
天
台
五
臺
山
記
の
研
究
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
六
）、
同
『
参
天
台
五
臺
山
記　

上
下
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
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二
〇
〇
七
、
二
〇
一
一
）、
森
公
章
『
遣
唐
使
の
特
質
と
平
安
中
・
後
期
の
日
中
関
係
に
関
す
る
文
献
学
的
研
究
』（
平
成
一
九
年
度
～

二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
九
）
を
参
照
し
た
。

5  

い
わ
ゆ
る
渡
海
禁
制
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
河
辺
隆
宏
「
年
期
制
と
渡
海
制
」（
荒
野
泰
典
他
編
『
通
交
・
通
商
圏
の
拡
大　

日
本

の
対
外
関
係
三
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
）、
渡
邊
誠
「
日
本
古
代
の
対
外
交
易
お
よ
び
渡
海
制
に
つ
い
て
」（『
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研

究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
三
、
二
〇
〇
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

6 
梯
信
暁
「
源
隆
国
『
安
養
集
』
の
諸
問
題
」『
奈
良
・
平
安
期
浄
土
教
展
開
論
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
八
）。

7 

こ
の
宋
人
に
つ
い
て
は
、『
参
記
』
に
名
の
見
え
る
施
十
郎
と
す
る
石
井
正
敏
氏
の
見
解
に
従
う
（
前
掲
注
4
の
う
ち
、
後
者
の
論
文
）。

8 

拙
稿
「
平
安
時
代
の
対
外
関
係
史
と
仏
教
」（『
中
国―

社
会
と
文
化
』
二
五
、
二
〇
一
〇
）。

9 

石
井
正
敏
「
入
宋
巡
礼
僧
」（
荒
野
泰
典
他
編
『
自
意
識
と
相
互
理
解 

ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
Ⅴ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
）、

上
川
通
夫
（「
奝
然
入
宋
の
歴
史
的
意
義
」『
日
本
中
世
仏
教
形
成
史
論
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
七
）。

11 

拙
稿
「
入
宋
僧
の
性
格
変
遷
と
平
安
中
後
期
朝
廷
」（『
８
‐
17
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
人
・
物
・
情
報
の
交
流　

上
』
平
成

一
二
年
度
～
一
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
四
）
で
も
こ
の
よ
う
な
見
通
し
に
つ
い
て
述
べ
た
。

11 

石
井
氏
前
掲
注
9
論
文
。

12 

例
え
ば
入
唐
僧
宗
叡
は
「
本
朝
御
願
」
を
受
け
五
臺
山
に
千
僧
供
養
を
行
い
（『
日
本
三
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
三
月
二
十
六
日

条
）、
入
唐
僧
済
詮
（
た
だ
し
遭
難
）
は
求
法
と
五
臺
山
巡
礼
の
た
め
の
出
発
に
当
た
り
、「
主
上
及
諸
卿
多
捨
二
黄
金
一
、
以
為
下
供
二
養

文
殊
一
之
資
上
」
と
の
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
だ
（『
智
証
大
師
伝
』）。

13 

高
楠
順
次
郎
「
入
唐
諸
家
伝
考
」（『
大
日
本
仏
教
全
書　

遊
方
伝
叢
書
四
』）
所
収
。

14 

納
冨
常
天
「
室
生
寺
と
称
名
寺
釼
阿
」(

『
金
沢
文
庫
資
料
の
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
八
二)

に
翻
刻
さ
れ
る
。

15 

石
井
氏
前
掲
注
9
論
文
。

16 

原
美
和
子
「
日
中
・
日
朝
僧
侶
往
来
年
表
（838-1126

）」（
前
掲
注
10
の
報
告
書
所
収
）
や
、
榎
本
渉
『
僧
侶
と
海
商
た
ち
の
東
シ
ナ

海
』（
講
談
社
、
二
〇
一
〇
）
も
同
一
人
物
と
推
測
す
る
。

17 

高
橋
秀
栄
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
天
台
僧
」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
四
〇
、
二
〇
〇
九
）
の
翻
刻
紹
介
に
よ
る
。
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18 

『
仁
和
寺
史
料　

寺
誌
編
一
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
六
四
）。
当
該
箇
所
は
大
塚
紀
弘
「
日
宋
交
流
と
仏
牙
信
仰
」（『
日

本
歴
史
』
七
五
八
、
二
〇
一
一
）
に
よ
り
知
り
え
た
。

19 

大
塚
氏
同
右
論
文
。

21 

納
冨
氏
前
掲
注
14
論
文
、
横
内
裕
人
「
大
和
多
武
峰
と
宋
仏
教
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
四
二
、
二
〇
一
一
）。

21 
吉
澤
義
則
『
點
本
書
目
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
）
が
載
せ
る
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
略
疏
』
第
七
奥
書
に
「
延
久
二
年
三
月
六
日
於
多
武

岑
移
点
了　

□
永
暹
」
と
見
え
る
。

22 

多
武
峰
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
船
岡
誠
『
日
本
禅
宗
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
）
も
参
照
。

23 

有
坂
秀
世
「
諷
経
の
唐
音
に
反
映
し
た
鎌
倉
時
代
の
音
韻
状
態
」（『
国
語
音
韻
史
の
研
究
増
補
新
版
』
三
省
堂
、
一
九
五
七
）、
水
田
紀

久
「
宋
音
般
若
心
経
」（『
国
語
学
』
四
八
、一
九
六
二
）。

24 

横
内
氏
前
掲
注
20
論
文
。

25 

大
塚
氏
前
掲
注
19
論
文
。

26 

同
時
期
に
お
け
る
皇
族
貴
族
層
の
五
臺
山
信
仰
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
不
十
分
な
が
ら
別
に
述
べ
た
（
拙
稿
「
入
宋
僧
と
三
国
世
界
観
」

『
歴
史
の
理
論
と
教
育
』
一
二
九
・
一
三
〇
、
二
〇
〇
八
）。

27 

横
内
氏
前
掲
注
20
論
文
、
岡
野
浩
二
「
平
安
末
期
に
お
け
る
天
台
僧
の
修
行
巡
礼
」（『
倉
敷
の
歴
史
』
一
九
、
二
〇
〇
九
）。

28 

多
賀
宗
隼
『
栄
西
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
）、
久
野
修
義
「
栄
西
と
そ
の
時
代
」（『
岡
山
の
自
然
と
文
化
』
二
四
、
二
〇
〇
五
）、

追
塩
千
尋
「
勧
進
聖
と
し
て
の
栄
西
」（『
中
世
南
都
仏
教
の
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
）
等
。

29 

『
栄
西
入
唐
縁
起
』
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、
榎
本
渉
「『
栄
西
入
唐
縁
起
』
か
ら
み
た
博
多
」（
五
味
文
彦
編
『
交
流
・
物
流
・

越
境　

中
世
都
市
研
究
一
一
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
五
）
参
照
。

31 

さ
し
あ
た
り
、
川
口
久
雄
『
大
江
匡
房
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
八
）
参
照
。

31 

『
往
生
伝　

法
華
験
記　

日
本
思
想
大
系
七
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
）
の
安
修
伝
の
頭
注
に
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

32 

前
掲
注
10
拙
稿
。

33 

『
源
氏
物
語
』
玉
鬘
巻
に
「
清
水
の
御
寺
観
世
音
寺
」
と
見
え
、『
梁
塵
秘
抄
』
巻
二
に
は
筑
紫
の
霊
験
所
と
し
て
「
大
山
四
王
寺
清
水
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寺
」
を
挙
げ
る
。
ま
た
後
世
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
巻
七
で
は
「
清
水
山
普
門
院
観
世
音
寺
」
が
観
世
音
寺
の
総
号
だ
と
す
る
。

34 

前
注
『
梁
塵
秘
抄
』
に
も
見
え
る
四
王
寺
の
四
禅
師
職
に
関
し
、
十
二
世
紀
に
は
そ
の
補
任
権
を
持
つ
京
都
東
寺
と
の
関
係
が
知
ら
れ
、

両
者
の
間
に
は
大
量
の
唐
物
の
動
き
が
確
認
で
き
る
。
井
原
今
朝
男
「
宋
銭
輸
入
の
歴
史
的
意
義
」（
池
享
編
『
銭
貨　

前
近
代
日
本
の

貨
幣
と
国
家
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
一
）
参
照
。

35 

横
内
裕
人
「
自
己
認
識
と
し
て
の
顕
密
体
制
と
「
東
ア
ジ
ア
」」（『
日
本
中
世
の
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
八
）。

36 
榎
本
渉
「
明
州
に
来
た
平
家
の
使
僧
」（
小
島
毅
編
『
義
経
か
ら
一
豊
へ―

大
河
ド
ラ
マ
を
海
域
に
ひ
ら
く
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
）。

な
お
、
重
源
・
栄
西
が
初
度
の
渡
海
以
前
か
ら
平
氏
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
か
と
い
う
点
に
は
否
定
的
見
解
も
出
さ
れ
て
お
り
（
渡

邊
誠
「
後
白
河
法
皇
の
阿
育
王
山
舎
利
殿
建
立
と
重
源
・
栄
西
」（『
日
本
史
研
究
』
五
七
九
、
二
〇
一
〇
））、
今
後
の
議
論
進
展
が
待

た
れ
る
。

37 

横
内
氏
前
掲
注
35
論
文
。

38 

渡
邊
誠
「
平
安
貴
族
の
対
外
意
識
と
異
国
牒
状
問
題
」（『
歴
史
学
研
究
』
八
二
三
、
二
〇
〇
七
）。

（
て
し
ま
・
た
か
ひ
ろ　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
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In the eleventh century, several Japanese monks made voyages to Northern 

Song China. Many related studies have pointed out that their common purpose 

was to complete pilgrimages to sacred places such as Mt. Tian-tai and Mt. Wu-tai 

rather than to study Buddhist doctrines. There is, however, one subject that remains 

to be explained. After they completed their pilgrimages to holy sites, some of them 

decided not to return to Japan and made up their minds to die a peaceful death in 

a foreign country. This is a significant characteristic of the era. Why did they cross 

the sea with the intention of spending the rest of their lives in China? 

This paper focuses on the above issue related to monk Jojin and his followers. 

First, the details of Jojin’s duties that came along with his religious pilgrimage are 

examined. His notes on the journey in China reveal that his own religious training 

in sacred mountains to achieve rebirth in the Pure Land was sharply distinguished 

from his brief pilgrimage to Mt. Wu-tai to make a votive offering on behalf of 

members of the Imperial court in Japan. The lack of diplomatic ties between Japan 

and Beisong made it difficult for monks to return to their home country and there 

were many temple-based networking organizations in areas from Kyoto to Dazaifu. 

These organizations gave diverse support to the monks, even though some of them 

were stowaways.

Historical Significance of Japanese Monks’ Pilgrimages 
to Sacred Mountains in Beisong and Religious 
Training There to Achieve Rebirth in the Pure Land

Takahiro Teshima
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